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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

（１）  ナメコの子実体収量は、培養温度と密接な関連があり、培養温度が高いと脱二核化して生じた

一核菌糸の伸長速度が、元の二核菌糸よりも速くなることからきのこを作らない一核菌糸の割合

が増え、その結果、収量の低下をきたすことになる。（図－１、４）

（２）  培養温度が22.5℃までは正常な収量を示すが、25℃培養では20℃培養に比べ、子実体収量は

15％以上低下し、27.5℃培養では40％以上低下するなど、高温培養では子実体収量が大きく劣

悪化する傾向を示す。従って、温度設定の精度を考慮すると、培養室温度を20℃以上に設定す

ることは、収量低下の危険性が極めて高くなる。（図－１）

（３）  25℃培養では、培養期間が4～11週の全期間を通じ、20℃培養の収量を下回ることから、25℃

培養での収量低下は、通常のナメコ培養期間の近傍で一般的に観察される現象といえる。また、

培養温度に起因する収量の低下は、培養期間を多少延ばしても収量の回復は望めない。（図－

２）

（４）  培養初期の約4週間は、特に培養温度に留意する必要があり、室内温度が23℃を越えないよう

にする。菌回りに要する日数は、通常20日間程度なので、培地に完全に菌糸が回ってからさらに

1週間程度は培養温度に注意する必要がある。（図－３）

（５）  ナメコ栽培では、現在一般的に行われている低温での初期培養は、雑菌汚染の防止効果のみ

ならず、脱二核化の抑制という観点からも重要なプロセスである。

２ 期待される効果

 本課題で明らかとなったナメコ収量と培養温度との関連性及び適切な培養管理条件によって、

ナメコ栽培でしばしば問題となる発生不良事故の予防が期待される。
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４ 普及上の留意点

 培養室の設定温度と実際の温度との差は、施設によって多少のバラツキはあることから、差の

大きい施設では培養室の設定温度を上記(2)よりも低めに設定する必要がある。
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